
　明知鉄道沿線地域などで組織する明知鉄道沿線地域公共交通活性化協議会は、９月５日、文化センター
で、公共交通フェスティバル＆「バスの日」記念イベントを開催しました。１０月１日からの市内バス路線再
編に合わせ、公共交通の役割と実態を知ってもらおうと行われ、多くの親子連れなどでにぎわいました。
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ご
み
処
理
に
毎
年　

億
円

１０

　

現
在
、
市
の
ご
み
処
理
は
、
合

併
前
の
2
つ
の
施
設
を
そ
の
ま
ま

引
き
継
い
で
運
営
を
し
て
い
ま

す
。
旧
恵
南
地
域
で
出
る
可
燃
ご

み
は
、
恵
南
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

あ
お
ぞ
ら
で 
ガ 
ス
化
溶
融
方
式
に

※

よ
っ
て
処
理
さ
れ
て
い
ま
す
。
旧

恵
那
市
地
域
で
出
る
ご
み
は
、
エ

コ
セ
ン
タ
ー
恵
那
で
Ｒ
Ｄ
Ｆ
+
炭

化
方
式
に
よ
っ
て
処
理
さ
れ
て
い

ま
す
。
Ｒ
Ｄ
Ｆ
と
は
、
可
燃
ご
み

か
ら
作
ら
れ
る
ペ
レ
ッ
ト
状
の
固

形
燃
料
の
こ
と
で
す
。

　

２
つ
の
施
設
を
運
用
す
る
こ
と

は
、
経
費
と
し
て
多
く
の
負
担
が

か
か
り
ま
す
。
昨
年
度
に
は
、
市

全
体
で
年
間
約
1
万
５
３
４
７�

　

市
に
は
、
現
在
２
つ
の
ご
み
処
理
施
設
が
あ
り
ま
す
。
長
島
町
久
須
見
に
あ
る
エ
コ
セ
ン
タ
ー
恵
那
と
、
明
智
町
吉
良
見
の
恵
南
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
あ
お
ぞ
ら
で
す
。
２
つ
の
施
設
で
ご
み
処
理
を
行
う
こ
と
は
効
率
が
悪
い
た
め
、
来
年
４
月
か
ら
エ
コ
セ
ン
タ
ー
恵
那
に
一
元
化
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
現
在
、
エ
コ
セ
ン
タ
ー
恵
那
で
は
、
市
内
全
域
の
ご
み
の
処
理
業
務
に
対
応
で
き
る
よ
う
改
修
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

一
元
化
に
よ
っ
て
年
間
２
億
円
か
ら
３
億
円
の
費
用
と
８
７
３
９�
の
二
酸
化
炭
素
の
削
減
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ　

環
境
課
（
内
線
１
８
３
）

の
ご
み
処
理
に
約　

億
９
２
０
０

１０

万
円
掛
か
り
ま
し
た
。
内
訳
は
、

恵
南
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
あ
お
ぞ

ら
で
は
、
５
４
４
８�
の
処
理

に
、
約
４
億
６
千
万
円
。
エ
コ
セ

ン
タ
ー
恵
那
で
は
、
９
８
９
９�

の
処
理
に
約
６
億
３
２
０
０
万
円

で
し
た
。

　

施
設
の
運
営
体
制
に
つ
い
て

は
、
恵
南
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
あ

お
ぞ
ら
は　

時
間
の
稼
働
で
す
。

２４

エ
コ
セ
ン
タ
ー
恵
那
で
は
週
に
５

日
間
の
運
営
を
し
て
い
ま
す
。
稼

働
時
間
は
、
午
前
７
時
か
ら
午
後

５
時
ま
で
の　

時
間
で
す
。
炉
を

１０

高
温
に
保
つ
必
要
か
ら
、
毎
日
の

施
設
の
立
ち
上
げ
時
に
、
多
量
の

灯
油
を
消
費
し
て
い
ま
す
。
そ
の

結
果
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
二
酸
化

ご
み
処
理
施
設
を
統
合
へ

行
財
政
改
革
後
期
行
動
計
画

行
財
政
改
革
後
期
行
動
計
画

3　2009.10.1

▲来年４月から、ごみ処理はエコセンター恵那に一元化され、
いっそうの効率化が図られる

炭
素
が
毎
日
の
立
ち
上
げ
ご
と
に

発
生
し
て
い
ま
す
。

２
億
円
以
上
の
削
減
効
果

　

ご
み
処
理
施
設
を
現
在
の
２
施

設
か
ら
１
施
設
へ
と
統
合
す
る
こ

と
で
、
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
と

経
費
の
削
減
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

エ
コ
セ
ン
タ
ー
恵
那
へ
の
統
合

に
よ
っ
て
、
施
設
の
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
な
ど
の
管
理
費
や
ご
み
処
理
に

使
用
す
る
燃
料
費
な
ど
が
集
約
さ

れ
る
た
め
、
コ
ス
ト
を
抑
え
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

エ
コ
セ
ン
タ
ー
恵
那
で
は
、
炉

の
立
ち
上
げ
時
に
、
ド
ラ
ム
缶
約

　

本
（
4�
�
）
の
灯
油
が
必
要

２０と
な
り
ま
す
。
現
在
は
１
週
間
に

５
日
、
毎
日
、
立
ち
上
げ
が
必
要

な
た
め
、
約
１
０
０
本
の
灯
油
が

必
要
で
す
。
来
年
度
か
ら
は
、　
２４

時
間
連
続
稼
働
で
週
３
日
か
ら
４

日
の
運
転
と
な
る
こ
と
か
ら
、
週

１
回
、
立
ち
上
げ
時
の
約　

本
の

２０

灯
油
で
賄
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

恵
南
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
あ
お

ぞ
ら
の
削
減
分
と
合
わ
せ
て
、
年

間
の
削
減
量
は
、
約
１
３
６
０�

�
、
二
酸
化
炭
素
で
８
７
３
９�

の
削
減
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

処
理
施
設
を
１
カ
所
に
集
約
さ

せ
、
運
営
体
制
の
見
直
し
を
す
る

こ
と
で
、
コ
ス
ト
の
削
減
額
を
年

間
約
2
億
円
か
ら
3
億
円
と
見
込

ん
で
い
ま
す
。

※
ガ
ス
化
溶
融
方
式
＝
ガ
ス
化
炉
と

溶
融
炉
を
組
み
合
わ
せ
た
施
設
。
ガ

ス
化
炉
で
ご
み
を
低
酸
素
状
態
で
蒸

し
焼
き
に
し
、
発
生
物
質
と
ガ
ス
を

溶
融
炉
に
入
れ
て
高
温
で
溶
か
す
方

式

▲ごみ処理に使う燃料は、あおぞらで５４２��、
エコセンターで、１,４００��を使用していたもの
が、５８２��に減る見込み。これは、ごみ処理を
集中し、立ち上げ時の燃料を削減することで約
３分の１となる。二酸化炭素では、あおぞらで
７,７１３�、エコセンターで、５,７９７�排出されてい
たものが、４,７７１�に減る見込み
　　　　　　　　　 （平成１８年度実績から試算）

５００

１５００

２０００

１０００

１,９４２�

５８２�

１３,５１０ｔ

４,７７１ｔ

【一年間の燃料使用量】【一年間のＣＯ２排出量】

恵
南
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
あ
お
ぞ
ら
分

エ
コ
セ
ン
タ
ー
恵
那
分

統
合
後
の
予
想
分

エ
コ
セ
ン
タ
ー
恵
那
分

統
合
後
の
予
想
分

恵
南
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
あ
お
ぞ
ら
分

施設統合による削減効果

▲

市
内
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で

収
集
作
業
を
行
う

２０,０００

１５,０００

１０,０００

５,０００

� ｔ



る
は
く
離
剤
な
ど
で
す
。

　

エ
コ
セ
ン
タ
ー
恵
那
で
は
、
工

事
期
間
を
除
い
て
、
視
察
の
受
け

入
れ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
事
前
の

予
約
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

詳
し
く
知
り
た
い
方
は
、
エ
コ
セ

ン
タ
ー
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

▲

R
D
F
の
炭
化
に
は
欠
か
せ
な

い
部
分
の
洗
浄
炭
脱
水
機

セ
メ
ン
ト
工
場
な
ど
で
利
用

　

エ
コ
セ
ン
タ
ー
恵
那
で
は
、
Ｒ

Ｄ
Ｆ
+
炭
化
方
式
に
よ
っ
て
ご
み

を
処
理
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
は

こ
の
方
式
で
、
旧
恵
那
市
地
域
の

可
燃
ご
み
を
８
６
６
５�
処
理
し

ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
可
燃
ご
み
か
ら
Ｒ

Ｄ
Ｆ
炭
化
物
を
作
り
、
燃
料
な
ど

と
し
て
、
リ
サ
イ
ク
ル
を
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
Ｒ
Ｄ
Ｆ
炭
化
物
が
で

き
る
ま
で
に
は
、
い
く
つ
か

の
工
程
が
あ
り
ま
す
。
主
な

も
の
は
、
ま
ず
可
燃
ご
み
か

ら
水
分
を
取
り
除
い
て
、
Ｒ

Ｄ
Ｆ
を
作
り
ま
す
。
こ
の
段

階
で
ご
み
は
、
約
半
分
の
量

に
な
り
ま
す
。
そ
の
後
に
Ｒ

Ｄ
Ｆ
に
熱
を
加
え
る
な
ど
し

て
炭
化
し
、
最
終
的
に
約
８

分
の
１
の
量
に
な
り
ま
す
。

　

昨
年
度
は
、
Ｒ
Ｄ
Ｆ
炭
化

物
を
１
２
８
２�
生
産
し
て

い
ま
す
。
主
な
利
用
先
は
、

約
９
割
が
セ
メ
ン
ト
工
場
で

の
原
料
や
燃
料
、
そ
の
ほ
か

に
は
、
鋳
物
工
場
で
使
わ
れ
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▲エコセンター恵那内のごみピットと呼ばれるところ。市内で回収されたごみは、まずここに集められ、ごみ
クレーンで受入ホッパに投入され、さまざまな工程を経てＲＤＦ炭化物となる。ごみクレーンは、ひとつかみ
で約１�のごみを投入する

ご
み
は
Ｒ
Ｄ
Ｆ
炭
化
物

ご
み
は
Ｒ
Ｄ
Ｆ
炭
化
物
へへ　

5　2009.10.1

が
腐
敗
し
て
タ
ン
ク
内
に
可
燃
性

ガ
ス
が
発
生
す
る
こ
と
で
す
。
ガ

ス
に
引
火
し
て
起
こ
る
爆
発
を
防

止
す
る
た
め
、
貯
留
サ
イ
ロ
内

に
、
不
燃
ガ
ス
な
ど
を 
充  
填 
す
る

じ
ゅ
う 
て
ん

こ
と
や
、
消
火
栓
で
消
火
す
る
こ

と
で
引
火
を
防
止
し
ま
す
。

　

ま
た
貯
留
サ
イ
ロ
内
の
温
度
や

一
酸
化
炭
素
濃
度
を
常
に
監
視

し
、
異
常
に
な
っ
た
場
合
に
は
、

自
動
的
に
散
水
や
窒
素
ガ
ス
、
二

酸
化
炭
素
を
充
填
し
ま
す
。
こ
れ

は
、
Ｒ
Ｄ
Ｆ
と
Ｒ
Ｄ
Ｆ
炭
化
物
の

両
方
に
対
応
し
て
、
未
然
に
事
故

を
防
ぎ
ま
す
。

連
続
稼
動
に
向
け
て
改
修

　

施
設
の
統
合
に
よ
り
、
エ
コ
セ

ン
タ
ー
恵
那
が
処
理
す
る
可
燃
ご

み
の
量
は
、
年
間
約
１
万
２
６
３

６�
（
昨
年
度
実
績
）
と
な
り
ま

す
。
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
市
全
域

の
ご
み
を
処
理
す
る
た
め
と
、
二

酸
化
炭
素
排
出
量
削
減
の
た
め
の

改
修
工
事
を
進
め
て
お
り
、
来
年

３
月
下
旬
ま
で
行
い
ま
す
。

　

工
事
の
内
容
は
、
ご
み
処
理
の

重
要
な
部
分
で
あ
る
洗
浄
炭
脱
水

機
、
脱
臭
炉
な
ど
を
連
続
で
稼
働

で
き
る
よ
う
改
修
す
る
も
の
と
、

そ
れ
に
対
応
し
て
プ
ラ
ン
ト
用
水

の
確
保
、
深
夜
に
稼
働
す
る
た
め

の
騒
音
対
策
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

当
エ
コ
セ
ン
タ
ー
は
、
現
在
は

１
日　

時
間
の
稼
働
で
、
処
理
能

１０

力
は　
�
で
す
。
改
修
後
に
は
、

４２

　

時
間
連
続
稼
働
が
可
能
で
、
約

２４２
倍
の
処
理
能
力
に
な
り
ま
す
。

安
全
対
策
で
事
故
を
防
止

　

安
全
面
で
は
、
平
成　

、　

年

１７

１８

度
に
対
策
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
危
険
な
の
は
、
Ｒ
Ｄ
Ｆ

▲脱臭炉の改修風景

▲ボンベの中に、不燃ガ
スが入っている。ＲＤ
ＦとＲＤＦ炭化物のタ
ンク内には、不燃ガスを
充填して事前に火災を
防止している

▲成形品貯留サイロ。エコセンター恵那の内部で
は、多くの機械が設置されている。これらは、全
市のごみを処理するため、能力アップの工事が行
われている。改修工事は、９月、１０月、来年２月の
３回に分けて行われる

ＲＲＤＤＦＦととRRDDFF炭化物炭化物

　ＲＤＦ（左上）とは、家庭などから出るごみを粉々
に砕き、それを固めて作る燃料です。しかし、ＲＤ
Ｆの使用用途は、燃料のみと限られています。
ＲＤＦ炭化物（右上）とは、ＲＤＦを炭化したもの
です。ＲＤＦ炭化物の使用用途は、主に製鉄用副資
材やセメントの燃料などに活用されています。

▲RDF炭化物▲RDF

改
修
後
は
約
２
倍
の
能
力
へ

改
修
後
は
約
２
倍
の
能
力
へ　
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れ
も
金
属
類
と
し
て
不
燃
ご
み
に

出
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
ご

み
出
し
に
迷
っ
た
ら
、
ご
み
百
科

事
典
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

施
設
を
統
合
す
る
こ
と
で
、
費

用
な
ど
の
削
減
効
果
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
や
は
り

一
番
大
切
な
こ
と
は
、
各
家
庭
で

出
す
ご
み
を
減
ら
し
て
い
た
だ
く

こ
と
で
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
で
も
、
分
別
を
し

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
は
、
多
く

の
労
力
と
費
用
が
掛
か
り
ま
す
。

一
番
効
果
が
あ
る
の
は
、
ご
み
出

し
に
つ
い
て
、
一
人
一
人
の
責
任

あ
る
行
動
で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

 　

ご
み
を
原
料
と
し
て
、
新
た
な
燃

料
（
Ｒ
Ｄ
Ｆ
炭
化
物
）
を
生
産
し

て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
約
１
２
８
２�
の
Ｒ

Ｄ
Ｆ
炭
化
物
を
生
産
し
、
鋳
物
工

場
の
は
く
離
剤
や
、
セ
メ
ン
ト
工

場
の
原
料
や
燃
料
と
し
て
使
わ
れ

ま
し
た
。

　

こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
ご
み
に

含
ま
れ
る
水
分
が　
�
以
下
で
な

１０

い
と
安
全
な
Ｒ
Ｄ
Ｆ
が
で
き
な
い

と
い
う
こ
と
で
す
。
水
分
が
多
い

と
、
そ
の
水
分
を
抜
く
た
め
に
、

何
度
も
何
度
も
乾
燥
の
工
程
を
繰

り
返
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
作
業
に
、
多
く
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
使
い
ま
す
。
そ
の
負
担
を

少
な
く
す
る
た
め
に
、
市
民
の
皆

さ
ん
に
生
ご
み
の
水
切
り
を
お
願

て
、
試
験
的
に
旧
恵
南
地
域
の
ご

み
を
エ
コ
セ
ン
タ
ー
へ
搬
入
し
、

時
間
や
経
路
、
燃
料
な
ど
を
確
認

し
て
、
来
年
４
月
か
ら
の
運
営
に

備
え
て
い
き
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
お
願
い
し
た

い
こ
と
は
、
エ
コ
セ
ン
タ
ー
恵
那

と
い
う
の
は
、
ご
み
の
処
分
場
で

あ
る
と
同
時
に
、
ご
み
を
原
料
に

し
た
代
替
燃
料
の
生
産
工
場
で
あ

る
と
い
う
こ
と
を
理
解
し
て
く
だ

さ
い
。
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
可
燃

　

エ
コ
セ
ン
タ
ー
恵
那
で
は
、
来

年
４
月
か
ら
の
、
ご
み
の
全
市
受

け
入
れ
に
向
け
て
準
備
を
し
て
い

ま
す
。
現
在
、
エ
コ
セ
ン
タ
ー
内

部
で
改
修
工
事
を
行
っ
て
お
り
、

 
進  
捗 
率
は　
�
ほ
ど
で
す
。
こ

し
ん 
ち
ょ
く

１５

れ
は
、
ご
み
処
理
の
能
力
を
上
げ

る
た
め
の
工
事
で
す
。
日
常
の
業

務
を
行
い
な
が
ら
、
来
年
２
月
中

旬
の
完
了
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

収
集
体
制
に
つ
い
て
は
、　

月
初

１０

旬
と　

月
初
旬
の
２
回
に
分
け

１１

■エコセンター恵那
　　　　　　　堀川所長

い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

そ
し
て
も
う
ひ
と
つ
重
要
な
の

は
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
金
属
類

の
処
理
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と

で
す
。
Ｒ
Ｄ
Ｆ
を
生
産
す
る
に

は
、
ご
み
を
小
さ
く
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
ご
み
を
小
さ
く
す
る

た
め
に
破
砕
機
に
か
け
ま
す
。
こ

の
破
砕
機
は
、
硬
い
も
の
が
入
る

と
壊
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
皆
さ
ん

の
身
近
で
硬
い
も
の
の
代
表
が
金

属
類
で
す
。
過
去
に
は
、
可
燃
ご

み
に
ハ
ン
マ
ー
や
文 
鎮 
が
混
入
し

ち
ん

た
た
め
、
破
砕
機
が
壊
れ
て
し
ま

い
、
３
日
間
、
ご
み
処
理
が
ス

ト
ッ
プ
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。

　

ア
ル
ミ
ホ
イ
ル
や
、
ク
リ
ッ
プ

な
ど
は
小
さ
な
も
の
で
す
が
、
こ

ご
み
出
し
で
気
を
付
け
る
こ
と
は
何
か

　
 
水
分
を
よ
く
切
り
金
属
類
は
入
れ
な
い
で

インタビュー

7　2009.10.1

■塩化ビニール管

■靴・サンダル
・スリッパ

■シャープペンシル
・ボールペン

■乾燥剤・除湿剤■カセットテープ
・ビデオテープ
・フロッピーディスク

■アルミ箔の鍋
・アルミホイル

収収収収収収収収収収収集集集集集集集集集集集場場場場場場場場場場場所所所所所所所所所所所・・・・・・・・・・・収収収収収収収収収収収集集集集集集集集集集集日日日日日日日日日日日ののののののののののの変変変変変変変変変変変更更更更更更更更更更更はははははははははははああああああああああありりりりりりりりりりりままままままままままませせせせせせせせせせせんんんんんんんんんんん。。。。。。。。。。。

あああああああああああおおおおおおおおおおおぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞらららららららららららははははははははははは直直直直直直直直直直直接接接接接接接接接接接搬搬搬搬搬搬搬搬搬搬搬入入入入入入入入入入入ををををををををををを受受受受受受受受受受受けけけけけけけけけけけ入入入入入入入入入入入れれれれれれれれれれれままままままままままますすすすすすすすすすす。。。。。。。。。。。

■不燃ごみに分別してください■

　本年度から、ごみの分別方法を市全域で統一し
ました。ごみ処理施設の統合によって、今後、ご
みの収集場所・収集日などの変更はありません。
これまでどおり、ごみステーションに出してくだ
さい。
　恵南クリーンセンターあおぞらは、来年以降も
引き続き、ごみの直接搬入を受け付けます。
　市では、ごみの分け方やごみの出し方につい

て、詳しく解説した「恵那市ごみ百科事典」を各
家庭にお届けしています。ごみ出しで、少しでも
迷った時には、このごみ百科事典で確認をしてく
ださい。旧恵南地域では、本年度から、一部ごみ
の分別方法が変更になっています。今まで可燃ご
みとなっていたものが、現在では不燃ごみに変更
されているものがあります。　ごみ出しのポイン
トと、変更になった主なものは、次の通りです。
　

ごみ出しのポイントごみ出しのポイント

はく



川瀬 巴  水 
は すい

「東京二十景　 馬  込 の月」
ま ごめ

　
　

月
１
日�
か
ら
出
産
育
児
一

１０
時
金
の
支
給
額
が
、
４
万
円
引
き

上
げ
ら
れ　

万
円
に
な
り
ま
す
。

４２

一
時
金
は
、
国
民
健
康
保
険
か
ら

医
療
機
関
へ
直
接
支
払
う
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
の
で
、

事
前
に
多
額
の
現
金
な
ど
を
準
備

す
る
心
配
が
な
く
な
り
ま
す
。

　
　

市
民
課
保
険
係
（
内
線 
１
４

７
・
１
４
８
）

　

横
断
歩
行
者
の
保
護
強
化
を
推

進
し
ま
す
。

□
期
間　
　

月　

日�
ま
で

１０

２０

□
内
容　

運
転
者
と
歩
行
者
の
間

で
、
思
い
や
り
や
譲
り
合
い
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
図
れ
る
よ

う
に
、
①
運
転
者
は
、
横
断
歩
行

者
を
見
た
ら
止
ま
り
「
ど
う
ぞ
」

と
手
な
ど
で
合
図
す
る
②
横
断
歩

行
者
は
止
ま
っ
た
車
に
「
あ
り
が

と
う
」
と
お
礼
を
す
る
③
お
礼
を

受
け
た
運
転
者
は
「
ど
う
い
た
し

　

生
き
生
き
し
て
い
た
こ
ろ
の
自

分
を
思
い
出
し
、
グ
ル
ー
プ
で
懐

か
し
い
思
い
出
を
語
り
合
い
ま
せ

ん
か
。

□
と
き　
　

月　

日�
―　

月
４

１０

１６

１２

日�
（
毎
週
金
曜
日
）
午
後
２
時

―
３
時
（
全
８
回
）

□
と
こ
ろ　

明
智
回
想
法
セ
ン

タ
ー

□
対
象　

市
内
在
住
で　

歳
以
上

６５

□
定
員　
　

人
（
先
着
順
）

１０

□
料
金　

無
料

□
受
付
開
始　
　

月
２
日�
（
電

１０

話
に
て
受
け
付
け
）

　
　
　
　

明
智
回
想
法
セ
ン
タ
ー

�
５
４
―
４
０
５
６（
月
曜
休
館
）

□
と
き　
　

月　

日�
午
前　

時

１０

１９

１０

―
午
後
４
時

□
と
こ
ろ　

に
ぎ
わ
い
プ
ラ
ザ
６

階
（
中
津
川
市
栄
町
１
―
１　

Ｊ

Ｒ
中
津
川
駅
前
）

□
相
談
員　

調
停
委
員
、
弁
護
士

□
内
容　

家
庭
内
紛
争
、
交
通
事

故
、
土
地
建
物
、
金
銭
な
ど
の
問

題
の
調
停
・
法
律
相
談

　
　

中
津
川
簡
易
裁
判
所�
０
５

７
３
―
６
６
―
１
５
３
０

「広重と巴水
　　－日本の風景－」
１０/１�～１１/２９�

秋季特別企画展

　歌川広重と「昭和の広重」と称された巴水、二人

が描いた日本の美しい風景を展示します。

第１日曜日は市民の日（市民に限り観覧料が無料）
　　中山道広重美術館�２０-０５２２

の
で
、
環
境
の
保
全
の
見
地
か
ら

意
見
を
聞
く
た
め
縦
覧
し
ま
す
。

　

方
法
書
に
つ
い
て
は
、
意
見
を

書
面
に
よ
り
県
知
事
に
提
出
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

□
事
業
の
名
称
と
種
類
、
規
模　

国
道　

号
瑞
浪
恵
那
道
路（
改
築
）

１９

延
長
約　

・
５�
１２

□
環
境
影
響
を
受
け
る
範
囲
で
あ

る
と
認
め
ら
れ
る
地
域
の
範
囲　

瑞
浪
市
と
恵
那
市
の
一
部

□
縦
覧
場
所
と
期
間　

▽
縦
覧
場

所
＝
県
庁
都
市
建
築
部
都
市
政
策

課
、
市
都
市
整
備
課　

▽
縦
覧
期

間
と
時
間
＝　

月　

日�
―　

月

１０

１６

１１

　

日�
（
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
を

１６除
く
）
午
前
９
時
―
午
後
５
時

□
意
見
書
の
提
出
期
限　
　

月　
１１

３０

日�
（
必
着
）

□
提
出
先　

〒
５
０
０
―
８
５
７

０
岐
阜
市
藪
田
南
２
丁
目
１
番
１

号　

県
庁
都
市
建
築
部
都
市
政
策

課※
そ
の
他
意
見
書
に
必
要
な
事
項

①
意
見
書
を
提
出
し
よ
う
と
す
る

方
の
氏
名
・
住
所
（
法
人
そ
の
他

の
団
体
に
あ
っ
て
は
そ
の
名
称
、

代
表
者
の
氏
名
と
主
た
る
事
務
所

の
所
在
地
）
②
意
見
書
の
提
出
の

対
象
で
あ
る
方
法
書
の
名
称
③
意

見
書
は
、
日
本
語
で
意
見
の
理
由

を
含
め
て
記
載

　
　

都
市
整
備
課（
内
線
２
３
４
）

ま
し
て
、
気
を
つ
け
て
ね
」
と
会

釈
す
る
―
こ
と
を
実

践
し
、
横
断
歩
行
者

の
交
通
事
故
ゼ
ロ
を

目
指
し
ま
す
。

　
　

恵
那
警
察
署

�
２
６
―
０
１
１
０

□
と
き　
　

月　

日�
、　

日�

１０

１７

１８

午
前
９
時
―
午
後
５
時
（　

日
は

１８

午
後
３
時
ま
で
）

□
と
こ
ろ　

笠
置
公
民
館
と
周
辺

□
内
容　

特
別
企
画
展
、
作
品
展

示
（
小
中
学
生
・
保
育
園
児
・
一

般
）、
嶺
陽
子
歌
謡
シ
ョ
ー
、
抹
茶

サ
ー
ビ
ス
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
、
五
平
も
ち
や
地
元
特
産
品
の

販
売
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
（　

日
１８

午
後
０
時　

分
か
ら
）

２０

　
　

笠
置
公
民
館�
２
７
―
３
１

１
０

　

国
道　

号
瑞
浪
恵
那
道
路
の
都

１９

市
計
画
決
定
を
行
う
た
め
に
は
、

環
境
影
響
評
価
が
必
要
で
す
。
評

価
の
調
査
項
目
や
、
方
法
な
ど
を

定
め
た
方
法
書
を
作
成
し
ま
し
た

問

　：問い合わせ　　：申し込み問 申

案
内

出
産
育
児
一
時
金
の
支
給

額
を
引
き
上
げ

「
見
直
そ
う�
身
近
な
環
境
」

笠
置
町
ふ
る
さ
と
祭
り

問

問

問

申
・
問

問「
ど
う
ぞ
」「
あ
り
が
と
う
」
の

愛
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
運
動

問国
道　

号
瑞
浪
恵
那
道
路

１９

の
環
境
影
響
評
価
方
法
書

１９３０（昭和５）年

 渡邊木版美術画舗　所蔵

�
日
本
調
停
協
会
連
合
会

無
料
調
停
相
談

明
智
回
想
法
セ
ン
タ
ー

「
回
想
ス
ク
ー
ル
」
を
開
校

広報えな　89　2009.10.1

□
恵
那
駅
西
駐
車
場　

▽
駐
車
型

式
＝
４
階
５
層
自
走
式　

▽
駐
車

台
数
＝
自
動
車
１
９
０
台
、
バ
ス

４
台
、
自
転
車
３
６
２
台
、
原
付

な
ど　

台　

▽
取
扱
時
間
＝
午
前

６９

５
時
半
―
翌
日
の
午
前
０
時　

分
１５

□
武
並
駅
自
転
車
駐
車
場　

▽
駐

車
型
式
＝
屋
外
平
面
屋
根
付　

▽

駐
車
台
数
＝
自
転
車
１
２
６
台　

▽
取
扱
時
間
＝
２
４
時
間

□
指
定
の
予
定
期
間　

平
成　

年
２２

４
月
１
日
―
平
成　

年
３
月　

日

２５

３１

□
業
務
概
要　

料
金
の
徴
収
、
設

備
の
維
持
管
理
、
保
守
点
検
、
夜

間
警
備
、
清
掃
、
修
繕
な
ど

□
募
集
要
綱　
　

月
５
日�
―　

１０

１６

日�
（
平
日
午
前
８
時
半
―
午
後

５
時　

分
）都
市
整
備
課
で
配
布
。

１５

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。http:

//w
w
w
.city.ena.lg.jp/

□
申
し
込
み　
　

月
２
日�
―　

１１

１１

月　

日�
（
平
日
午
前
８
時
半
―

２７
午
後
５
時　

分
）
都
市
整
備
課
へ

１５

所
定
の
書
類
を
持
参

　
　

都
市
整
備
課（
内
線
２
３
４
）

　

総
務
省
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信

料
が
全
額
免
除
と
な
っ
て
い
る
世

帯
の
方
に
対
し
て
、
地
上
デ
ジ
タ

ル
放
送
対
応
チ
ュ
ー
ナ
ー
を
無
償

で
給
付
し
ま
す
。
対
象
と
な
る
方

の
条
件
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

①
生
活
保
護
な
ど
の
公
的
扶
助
を

受
け
て
い
る
世
帯　

②
障
が
い
者
が
お
ら
れ
る
世
帯
で

か
つ
世
帯
全
員
が
市
町
村
民
税
非

課
税
の
措
置
を
受
け
て
い
る
世
帯

③
社
会
福
祉
事
業
施
設
に
入
所
さ

れ
て
い
る
方

□
受
付
期
限　
　

月　

日�

１２

２８

　
　

総
務
省
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー

支
援
実
施
セ
ン
タ
ー�
０
５
７
０

―
０
３
３
８
４
０
、
０
４
４
―
９

６
９
―
５
４
２
５
（
平
日
午
前
９

時
―
午
後
９
時
、
土
・
日
・
祝
日

午
前
９
時
―
午
後
６
時
）

　

え
な
の
森
林
づ
く
り
推
進
委
員

会
で
は
、
素
人
山
主
さ
ん
を
対
象

に
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
安
全
に
利

用
す
る
た
め
の
講
習
会
を
開
催
し

ま
す
。
自
己
流
は
と
て
も
危
険
で

す
。
ぜ
ひ
、
参
加
し
て
プ
ロ

の
技
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

□
と
き
・
と
こ
ろ　
　

月
８
日�

１１

▽
集
合
＝
午
前
８
時
半
（
中
野
方

町　

望
郷
の
森
管
理
棟
）
▽
解
散

＝
午
後
３
時

□
内
容　

▽
座
学
＝
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
の
構
造
・
取
り
扱
い
方
法
・

目
立
て
と
機
能
、
安
全
な
伐
倒
方

法
や
掛
木
処
理
方
法　

▽
実
技
＝

玉
切
り
、
枝
切
り
、
立
木
の
伐
採

※
就
業
者
向
け
の
特
別
教
育
で
は

あ
り
ま
せ
ん

□
定
員　
　

人
（
先
着
順
）
３
人

１２

に
満
た
な
い
場
合
は
中
止

□
講
師　

市
森
林
組
合
職
員

□
保
険
代　

１
０
０
０
円

□
持
ち
物　

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
、
ヤ

ス
リ
（
お
持
ち
で
な
い
方
も
可
）

□
申
し
込
み
方
法　

チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
安
全
利
用
講
習
会
と
明
記

し
、
①
住
所
②
氏
名
③
年
齢
④
性

別
⑤
電
話
番
号
―
を
記
入
の
上
、

は
が
き
か
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
メ
ー

ル
で
申
し
込
む
。

□
締
め
切
り　
　

月　

日�

１０

３０

　
　
　
　

〒
５
０
９
―
７
２
９
２

（
住
所
不
要
）
林
業
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興
課
（
内

線
５
２
６
）�
２
６
―
２
８
６
１

�

ringyoushi
nkou@

city.
ena.lg.jp

「季節性のインフルエンザ」流行に備え予防接種を

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
受
信

の
た
め
の
支
援

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
安
全
利
用

講
習
会
の
開
催

募
集

問

問

申
・
問

市
営
駐
車
場
の
指
定
管
理   

者
（
法
人
な
ど
の
団
体
）

一部公費負担のインフルエンザ予防接種　
　対象者には、１０月上旬に個別通知します。
□実施期間　１０月１９日�～１２月１９日�

□対象者　

△

一部公費負担＝６５歳以上の高齢者、
６０歳～６５歳未満で身体障害１級の内部障がい者　

△

全額負担免除＝６５歳以上の生活保護受給者

　インフルエンザは、通常のかぜと比べて感染力が強
く、小児や高齢者では特に重症化しやすいものです。
インフルエンザに対する免疫をつける予防接種は、効
果的な予防方法の１つ。季節性の流行時期は、通常初
冬から春先なので、流行に備え予防接種を受けましょ
う。詳しくは医療機関でご確認ください。
　　健康推進課（内線２２３・２５５）
□市内のインフルエンザ予防接種実施機関

▽ 大井町＝井口ハートクリニック�２５-０８１０、大湫病
院附属恵那診療所�２６-３５３１、加藤クリニック�２５-
６４０３、さつき内科小児科クリニック�２０-３３５０、市立恵
那病院�２６-２１２１、蜂谷医院�２６-２３４６・２５-７８３３　 ▽長

島町＝恵那ファミリークリニック�２０-１８００、恵那メ

モリアルクリニック�２５-７５００、おがわ医院�２６-５６６６、
河上クリニック�２５-０５５２、たぐち耳鼻咽喉科�２６-
３３８７、中部クリニック�２６-３００１、林外科内科�２６-
５１５５、森川クリニック�２６-２２２２、度会医院�２６-２００７

▽ 東野＝長谷川皮膚科�２６-１８３１　 ▽ 三郷町＝国保三
郷診療所�２８-１０７０　 ▽ 中野方町＝十全堂医院�２３-
２２３０、上近藤診療所�２３-２２３１　 ▽ 飯地町＝国保飯地
診療所�２２-３０２７　 ▽ 岩村町＝国保岩村診療所�４３-
２５７２、田中クリニック�４３-０１２２　 ▽ 山岡町＝国保山
岡診療所�５６-２６５５　 ▽ 明智町＝おおさわ医院�５４-
４９７６、尾崎医院�５４-２１４１、山田診療所�５４-２５０５　 ▽

串原＝国保串原診療所（串原振興事務所内）�５２-２１１１

▽上矢作町＝国保上矢作病院�４７-２２１１

問
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【おわびと訂正】

　本紙９月１５日号５�の、恵那文化センター１０月の催し中、養老孟司文化講演会は入場整理券が必要です。
おわびして訂正します。　　�伊藤青少年育成奨学会�０５７２-２０-０８００問

ＤＶから女性を守ることは、子ども
たちを守ること
　ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）について
の講座を開催します。ＤＶの多くは表に出ていませ
んが、身近なものです。子どもへの影響も深刻で
す。防止への取り組みの第一歩は、正しい知識を持
ち、理解を深めることです。まず、知ることから始
めましょう。
※県ＤＶ防止等普及啓発事業の助成を受けています
□とき　１０月２６日�午前１０時～正午
□ところ　市共同福祉会館２階研修室
□対象　子育て支援に携わっている方・子育て支援
に関心のある方
□定員　３０人
□講師　片桐妙子さん（ＮＰＯ法人　手をつなぐ女
たちの会　代表）
□参加費　無料
　　　　ＮＰＯ法人みんなで子育てドロップス�
０９０-１８６２-０８４１（小石川）�koishikawat＠keb.biglobe.
ne.jp

内なる自然のちから
　３５０人以上の自然出産を介助した開業助産師の前
田弘子さんと、マクロビオティックと自由教育で５
人の子供を育て、『自然に産み、自然に育てる』の
著者である橋本ちあきさんが、「自然とは何か」につ
いて話します。
□とき　１０月１７日�▽第一部＝講演会、午前１０時～
正午　▽第二部＝お話＆質疑応答、午後１時～２時
（希望者には、１,２００円でマクロビオティック弁当を
用意。各自で弁当の持ち込みも可）
□ところ　東海神栄電子工業�研修センター４階
□参加費　無料
□託児　２５人（先着順３００円／人）第一部のみ、第
二部は子ども同席可
□締め切り　１０月１４日�
※託児と弁当は４日前のキャンセルから、実費負担

となります
□申し込み方法　①氏名②住所③電話番号④託児の
お子さんの名前と年齢⑤お弁当予約の数―を明記の
上、ファクスかメールで申し込みください。
　　　　自然育児サークル「しおむすび」�２５-８９２２
（田中）� ２５-７８０７�postmaster＠natural.qee.jp

□とき　１１月１０日�、１７日�、１８日�、２０日�、１０
日と１７日は午前９時半～１１時半、１８日と２０日は午後
１時～３時
□ところ　恵那文化センター視聴覚室 
□内容　マウス・キーボード使い方、メールの送受
信の基本操作を丁寧に説明します。
□講座経費　５５０円（別途テキスト代９００円）
□定員　１８人（定員になり次第締め切り）
□申し込み期間　１０月１０日�午前１０時から開講日前
日まで。初めて受講する方は、１１月２日�までに申
し込めば優先されます。再受講者の受講の可否は、
１１月３日�以降に連絡します。
　　　　パソコンサポートクラブ�０９０-４２６５-９７２７
�info＠psc.enat.jp

ＦＣ恵那キッズサッカースクール生を
募集
　みんなで楽しくサッカーをしよう。毎月１回幼稚
園、保育園の年長さんを対象に、サッカースクール
を開催します。
□とき　１０月１１日�午前１０時～正午（毎月１回行い
ます）
□ところ　県クリスタルパーク恵那スケート場フッ
トサルコート
□対象　幼稚園、保育園の年長組
□持ち物　飲み物、運動のできる服
□参加費　無料
　　　　ＦＣ恵那キッズサッカース
クール�２５-１９６３（柘植）

　『みんなの掲示板』は、皆さんが主催するイベントや各種募集などを市内に周知するた
めのコーナーです。（営利目的・宗教・政治に関する掲載はできません）
□掲載の申し込み・問い合わせ　企画課広報広聴係�２６-２１１１（内線３１４）

▲ＱＲコードか
ら携帯サイトで
確認ください

申・問

申・問

申・問

申・問

パソコンサポートクラブ１１月講座　　　　　　　　

はじめてのパソコン講座メール編

11　2009.10.1

佐
藤
一
斎
歿
後　

年
祭　

大
人
た
ち
が
学
ぶ
べ
き
こ
と
、
親
学
…
…

１５０
【佐藤一斎 歿  後 １５０年祭記念イベント】

ぼつ ご

【視察研修会】

一斎ゆかりの地岩村で、「言志祭─佐藤一斎まつり─」に

参加した後、古い町並みを見学します。

●とき　１０月２４日�午前８時４５分～正午

●参加費　５００円（施設入館料）

どなたでも参加できます。当日、岩村歴史資料館前（岩

村藩藩主邸跡）にお越しください。記念イベント会場へ

の移動は各自でお願いします。

※明知鉄道は、岩村駅午後０時７分発、恵那行きの臨時

列車を運行します（乗車券が必要）。

　

ふ
る
さ
と
の
先
人
を
通
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
、
人
づ
く
り
、
心
そ
だ
て
を
目
指
す
自
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体

が
一
堂
に
会
し
て
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①
そ
れ
ぞ
れ
の
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史
上
の
人
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を
通
し
て
、
普
遍
的
な
人
間
の
英
知
を

再
発
見
し
、
②
そ
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英
知
を
共
有
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
よ
き
地
域
づ
く
り
へ
の
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を

と
も
に
学
び
、
探
り
あ
い
、
③
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
の
取
り
組
み
と
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
の
成

果
を
全
国
に
情
報
発
信
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
衆
知
を
集
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て
、
よ
り
よ
き　

世
紀
の
ま

２１

ち
づ
く
り
、
人
づ
く
り
、
心
そ
だ
て
の
あ
り
方
を
探
り
、
実
現
し
て
ゆ
く
こ
と
を
目
的
と
し

た
フ
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ー
ラ
ム
で
す
。

 
嚶  
鳴 
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
は

お
う 
め
い

岩村歴史資料館

特別資料展　佐藤一斎と岩村藩
　佐藤家の歩みや、藩士たちが学んだ知新館の書物な

どを展示します。多くの先人を輩出する基礎となった

岩村藩の学問をご覧ください。

●とき　１０月１４日�～１１月１日�

●ところ　岩村歴史資料館

　　岩村歴史資料館�４３-３０５７

１０/２４ 土

　　佐藤一斎歿後１５０年祭「嚶鳴フォーラムin恵那」実行委員会（市教育委員会文化課内）

�４３-２１１２「嚶鳴フォーラム」ホームページhttp://research.php.co.jp/oumei/　

問

問

嚶嚶
鳴鳴
フ
ォ
ー
ラ
ム

恵
那

フ
ォ
ー
ラ
ム　

恵
那

　
ｉｎｉｎ

●記念講演　「脳が喜ぶ、子そだて・自分そだて」

●講師　茂木健一郎氏　（脳科学者）

●トーク　　

「学ぶことは幸せなり～佐藤一斎と

西郷隆盛が問いかけるもの」

◎童門冬二氏（作家）◎田渕久美

子氏（脚本家）◎鈴木隆一氏（佐藤

一斎顕彰会会長）

●とき　１０月２４日�午後１時半～４時（開場午後１時）

●ところ　恵那文化センター

●入場料　無料　事前申し込み不要

●定員　７００人

（満席の場合はご容赦ください）
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串
原
に
あ
る
温
泉
施
設
「
さ
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ゆ
り
の
湯
」
で
は
、
平

成　

年
7
月
の
オ
ー
プ
ン
以
来
の
入
館
者
が
、
９
月
５
日

１４
で
１
０
０
万
人
を
達
成
。
大
き
な
節
目
と
な
っ
た
こ
の

日
、
１
０
０
万
人
目
の
入
館
者
と
可
知
市
長
が
、
お
祝
い

の
く
す
玉
を
割
り
ま
し
た
。

　

１
０
０
万
人
目
は
、
多
治
見
市
で
美
容
院
を
経
営
し
て

い
る
三
宅
か
づ
子
さ
ん
（　

歳
）。
三
宅
さ
ん
は
「
こ
こ

７２

は
従
業
員
が
親
切
で
気
持
ち
い
い
の
で
、
オ
ー
プ
ン
か
ら

毎
週
２
・
３
回
来
て
い
る
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

「
さ
さ
ゆ
り
の
湯
」
入
館
者
1
0
0
万
人
達
成

小栗  幸  歩 ちゃん
さち ほ

も
っ
と
も
っ
と
か
わ
い
く

な
る
わ
よ�
お
姉
ち
ゃ
ん

た
ち
に
は
負
け
な
い
わ�

研
さ
ん
・
三
枝
子
さ
ん

岩村町

小板  優  和 ちゃん
ゆ わ

優
和
の
笑
顔
で
家
族
み
ん

な
が
癒
さ
れ
て
い
る
よ
。

元
気
に
育
っ
て
ね�

崇
さ
ん
・
由
香
さ
ん

西久保  咲  良 ちゃん
さ ら

お
誕
生
日
お
め
で
と
う�

い
ろ
ん
な
表
情
を
す
る
サ

ラ
が
大
好
き
だ
よ�

秀
樹
さ
ん
・
美
香
さ
ん

岩村町

中山  楓 ちゃん
かえで

１
歳
、
お
め
で
と
う�
い

つ
も
か
わ
い
い
笑
顔
を
あ

り
が
と
う�
�

正
和
さ
ん
・
浩
世
さ
ん

市川  瑠  唯 くん
る い

い
つ
も
ニ
コ
ニ
コ
笑
顔
の

瑠
唯
。
元
気
い
っ
ぱ
い
大

き
く
な
っ
て
ね
。

陽
介
さ
ん
・
英
恵
さ
ん

岩村町

飯田  琉  生 くん
る い

お
誕
生
日
お
め
で
と
う�

元
気
で
優
し
い
男
の
子
に

育
っ
て
ね�竜

弘
さ
ん
・
美
里
さ
ん

大井町 １０月生まれのお誕生日 大井町長島町

13　2009.10.1

　福寿の里スポーツクラブは、地域の歴史資源に磨きを

かけようと、９月６日に上矢作町漆原の中馬街道 大  馬  渡 
おお ば ど

峠で整備活動を行いました。中学生やその保護者ら約

１１０人が参加し、丸太橋づくりや草刈りを行いました。

　明智町の 下  田  良  子 地区主催で、８月２９日に「田んぼの
しも た ら こ

中のコンサート」が、同地区のお堂下の特設野外ステー

ジで行われました。おぼろ月夜の中、集まった約３００人

の観衆は、野外で聞く本物の音楽に酔いしれました。

　震度６弱の揺れが予想される東海地震。同地震を想

定した防災訓練が、９月６日、市全域で行われました。

訓練は、炊き出し演習や消防団によるＡＥＤ講習など、

地域ごとに行われ、２万人以上の市民が参加しました。

　山岡小学校の６年生３９人が、９月９日に地元の山で、

森林の機能を調査する「子どもの森の健康診断」を実施。

人工林の胸高直径や樹高、本数などを調査し、診断結果

は「樹高に対して木と木の間隔がほぼ適正」でした。

　１１月に１歳の誕生日を迎える
お子さんの写真を募集します。
写真（なるべく一人で胸から上
で顔全体が写っているもの）の
裏に住所、氏名（ふりがな）、生
年月日、性別、電話番号、両親の
氏名、３０字以内のコメントを添
えて、１０月１５日�までに申し込
みください。またケーブルテレ
ビ掲載の可否についてもご記入
ください。申し込み多数の場合
は先着順により掲載します。

□申し込み・問い合わせ
〒５０９-７２９２ （住所不要）
企画課広報広聴係
�２６-２１１１（内線３１９） 野原  一  馬 くん

かず ま

お
姉
ち
ゃ
ん
が
大
好
き
な

カ
ズ
君
。
こ
れ
か
ら
も
仲

良
く
ね�幸

治
さ
ん
・
優
子
さ
ん

大井町

渡辺  彩  豊 ちゃん
あや ほ

お
誕
生
日
お
め
で
と
う
。

い
つ
も
笑
顔
で
み
ん
な
を

幸
せ
に
し
て
ね
。

博
文
さ
ん
・
真
也
さ
ん

武並町

夏目  理  月 ちゃん
り つき

リ
ツ�
お
誕
生
日
お
め
で

と
う�
お
兄
ち
ゃ
ん
と
仲

良
く
元
気
に
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っ
て
ね
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高
広
さ
ん
・
理
恵
さ
ん

上矢作町

柘植  姫  奈 ちゃん
ひ な

い
つ
も
元
気
で
明
る
い
ひ

な
ち
ゃ
ん
。
こ
れ
か
ら
も

ス
ク
ス
ク
育
っ
て
ね
。

英
司
さ
ん
・
智
美
さ
ん

中野方町

中村  陽  太 くん
よう た

い
つ
も
パ
ワ
フ
ル
な
陽
太

く
ん
。
す
て
き
な
笑
顔
で

み
ん
な
を
幸
せ
に
し
て
ね
。

政
則
さ
ん
・
香
名
子
さ
ん

大井町

酒井  伶  菜 ちゃん
れ な

お
誕
生
日
お
め
で
と
う
。

や
ん
ち
ゃ
ざ
か
り
の
伶
菜

が
み
ん
な
大
好
き
だ
よ
。

基
之
さ
ん
・
美
保
さ
ん

山岡町

歴史の道「中馬街道」を整備 下田良子で「田んぼの中のコンサート」

東海地震を想定し防災訓練 山岡小学校児童が森の健康診断
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　山岡グラウンドで、９月１３日に行われた「第５回市消

防団市長査閲」は、これまでの訓練の成果を発揮した飯

地分団が３連覇。準優勝は武並分団、３位は中野方分

団。７１７人の団員が参加し行われました。

　市観光案内所のタウンプラザ恵那で、入館者が９月１２

日に３０万人を達成。平成１１年４月のオープン以来、１０年

目での達成となりました。３０万人目の伊藤克美さん（名

古屋市在住）には、記念品が進呈されました。

　明知鉄道株式会社は、鉄道アーティストの 小  倉  沙  耶 さ
こ くら さ や

んに「明知鉄道観光大使」を任命することになり、９月

１５日、市役所で任命式が行われました。小倉さんは「精

いっぱい頑張りたい」と抱負を語りました。

　東野小学校の４年生と５年生の児童３１人は、９月１４日

に学校の近くの田んぼで、稲刈りを行いました。この田

んぼの稲は、５月２０日に児童らが田植えをしたもので、

黄金色に実って収穫時期を迎えることができました。

　楽しく体を動かして、親子で運動と癒やしの時間を体

験していただこうと、９月１６日、子ども元気プラザにこ

にこ広場で「親子でヨガ」の教室を開催。参加した親子

１５組は、うっすらと汗を流しヨガを体験しました。

　９月１８日、可知市長は敬老の日を前に、市内の高齢者

宅を訪れ、記念品を贈りました。市内の最高齢者は、山

岡町の小木曽さださん。ことしで１０７歳。９０歳から始め

た絵が趣味で、今も元気に描いています。

市長査閲は飯地分団が３連覇 市観光案内所が入館３０万人を達成

明鉄の観光大使に小倉沙耶さんを任命 東野小の児童が力を合わせて稲刈り

親子で体をリフレッシュするヨガ教室 ことしで１０７歳、市内最高齢の小木曽さださん
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　クリと言えば東美濃と言われ、栗きんと

んは今では全国に聞こえる銘菓となってい

る。地元ではそれら栗菓子の需要に応じて

クリ栽培も盛んになり、超低樹高栽培とい

う全国に誇れる革新的な 剪  定 方法も開発さ
せん てい

れている。

　市の施設であった花白温泉は、２００７（平成

１９）年に地元へ譲渡。昨年１２月には経営の

悪化により、温泉の営業を停止していた。

しかし、新たな経営体制を構築して、施設

の改装後の本年８月には、営業を再開して

いる。※月曜定休（祝日は翌日）

　東美濃地域で栽培され、和菓子屋さんで、 栗 きんとん
くり

などの栗菓子の原料として使われている。現在、主に１０
品種が市内のクリ農家で栽培されており、多くのクリ農
家は 早  生 、

わ せ

 中 
ちゅう

 生 、 晩  生 までいくつかの品種を混合栽培し
せ ばん せ

て、安定した収穫量を確保している。市の年間収穫量は
１４７�（平成１９年　農林水産省データによる）と、県
下では多い地域。クリ農家や研究家らの努力によって、
秋一番に収穫でき、栗きんとんにぴったりの品種「 胞  衣 」

え な

や、虫害に強く収穫も安定して栽培しやすい「 金  華 」な
きん か

どが開発されている。恵那栗は年々認知され地域経済の
活性化、恵那ブランドなどの代表となっている。

　山岡町の明知鉄道花白駅の傍らに 自  噴 する温泉。言い
じ ふん

伝えによると、１７８２（天明２）年から１７８６（天明６）年
の間、洪水や地震などの災害に凶作が続き、その上、全
国に疫病が流行したとき、この湯を使用すると不思議と
病が全治したという。そこで、１７９１（寛政３）年には感
謝を込めてお 釈  迦 様が建立された。湯量豊富で、大きな

しゃ か

おけに湯が青々とたまり、白い花にまがう湯の花が美し
く浮いていたことから、花白の湯と名付けられたと伝え
られている。１９８８（昭和６３）年にその源泉を引き、現在
の花白温泉がオープン
した。泉質は単純放射
能線で神経痛、リウマ
チ、胃腸病、冷え症、
腰痛、荒れ症、しもや
け、あかぎれなどに効
能がある。

明知鉄道花白駅から徒歩０分の花白温泉

恵那栗９

花白温泉

恵那名物栗菓子の原料

実りの秋、収穫間近の恵那栗
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